日本第四紀学会古気候変動研究委員会2012年度ワークショップ・プログラム
「更新世後期～完新世の古気候指標の統合と気候編年」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012.12.02　古気候変動研究委員会　
　関心を持たれた方々の応募と福島大の長橋さんとの相談に基づいて以下のようなプログラムを編成しました．多くの方のご参加をお待ちしております．これからも参加者を呼びかけますので，多少プログラムが変わることもありますが，ご了解下さい．
場所・交通等（再確認）
1)　福島大は福島駅から電車で２駅（金谷川駅下車）なので，福島駅付近のホテルが便利です．ホテルの予約は各自でお願いします．

2)　学内案内　http://www.fukushima-u.ac.jp/guidance/campusmap/index.html
第１部　「猪苗代湖掘削の成果と第四紀の気候・環境変動」

　　場所：福島大学共通講義棟・M21　（福島大・キャンパスマップ　no. 11）

2012年12月21日　午後
12:30～13:00　長橋良隆（福島大学）：「磐梯朝日遷移プロジェクトにおける猪苗代湖湖底堆積物掘削の意義」
13:00～13:45　公文富士夫（信州大学）：「湖沼堆積物研究の重要性：グローバルな古気候変動の視点から」
13:45～14:30　廣瀬孝太郎（福島大学）：「猪苗代湖湖底堆積物の岩相層序とその特徴」
14:40～17:30　猪苗代湖ボーリングコアに関する研究打ち合わせ
第２部　「更新世後期～完新世の古気候指標の統合と気候編年
　場所：共生システム理工学類後援募金記念棟（福島大・キャンパスマップ　no. 41）
2012年12月22日

13:00　公文富士夫　「ワークショップの趣旨説明」
＜指標テフラ関係＞

13:20　奥野　充・鳥井真之・山田和芳・篠塚良嗣・檀原　徹・五反田克也・米延仁志・安田喜憲　「秋田県，一ノ目潟ボーリングコアの指標テフラ：その認定と意義」

13:40　山田和芳・井村隆介・原口　強・米延仁志・上田圭一・林田　明・横田敬作「鹿児島県藺牟田池ボーリングコアに記録される過去3万年間のテフラ層序」

14:00　長橋良隆　「琵琶湖・野尻湖および高野層のコア試料からみた更新世－完新世のテフラ層序」
14:20　中里裕臣　「東北起源のMIS7.3広域テフラ」

14:40　池原　研　「日本周辺海域の広域テフラの堆積年代」

＜古気候プロキシー＞　　（休憩　20分）

15:20　中沢祐一　「古気候指標としての黒曜石水和層法の可能性」
15:40　井内美郎　「琵琶湖堆積物の生物源シリカ量変動から見た第四紀後期の気候変動の諸問題」

16:00　公文富士夫・田原敬治・河合小百合「野尻湖堆積物および高野層のTOC量変動からみた過去16万年間の気候変動」

16:20　卜部　輔・公文富士夫　「日本海堆積物のTOC量変動からみた過去12万年間の　　気候変動」

16:40　池原　実　「北西太平洋黒潮域における海洋コアの酸素同位体比層序」
17:00　総合討論
18:30　懇親会　（福島市内で）

12月23日

　＜古気候情報のまとめ方についての相談と作業＞

9:30～　基準とする指標テフラの選定と年代について
10:30～　古気候プロキシーの選定と統合

　Lisieckiによる統合作業プログラム「Match」「Autocomp」の利用など

11:30～　今後の課題：整理と作業

（12時過ぎに解散予定）

